
502　事例紹介

Profile

05
case 多様な主体の連携事例

錦江湾奥地域（鹿児島市、垂水市、霧島市、姶良市）

錦江湾の感動を伝える
こんなにすごい！が水でつながる

　

錦
江
湾
（
鹿
児
島
湾
）
は
、
鹿
児
島
県

の
薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
に
は
さ
ま
れ
た

湾
で
す
。

　

1
9
6
4
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
霧
島
国

立
公
園
が
霧
島
屋
久
国
立
公
園
に
改
称
さ

れ
た
際
に
、
当
時
の
錦
江
湾
国
定
公
園
と

屋
久
島
地
域
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、

2
0
1
2
年
に
屋
久
島
国
立
公
園
が
独

立
し
た
上
で
、
新
た
に
錦
江
湾
奥
部
の
姶

良
カ
ル
デ
ラ
を
加
え
た
「
霧
島
錦
江
湾
国

立
公
園
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
錦
江

湾
奥
部
に
は
、
桜
島
周
辺
の
火
山
地
形
に

加
え
、
希
少
生
物
の
生
息
地
な
ど
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

錦
江
湾
の
う
ち
、
西
桜
島
水
道
を
入
口

と
す
る
湾
奥
部
を
錦
江
湾
奥
と
い
い
ま

す
。
こ
の
錦
江
湾
奥
部
に
面
す
る
４
市
（
鹿

児
島
市
、
垂
水
市
、
霧
島
市
、
姶
良
市
）
は
、

環
境
、
水
産
、
観
光
、
交
通
、
防
災
、
教
育

な
ど
で
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
協

鹿児島県

錦江湾錦江湾

【課　題】� 総合的取組
【主　体】� 錦江湾奥地域（鹿児島市、
　　　　　垂水市、霧島市、姶良市）
【連絡先】� 鹿児島市環境保全課
　kanho-hozen@city.kagoshima.lg.jp
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働
し
て
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
「
錦

江
湾
奥
会
議
」
を
2
0
1
1
年
に
発
足
さ

せ
ま
し
た
。

「
鹿
児
島
は
歴
史
だ
け
じ
ゃ
な
い
!
」

豊
か
な
自
然
は
鹿
児
島
の
魅
力
!

　

錦
江
湾
奥
地
域
に
数
多
く
点
在
す
る

幕
末
・
明
治
維
新
に
関
す
る
薩
摩
藩
や

西
郷
隆
盛
ゆ
か
り
の
史
跡
に
は
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
史
跡
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
例
え
ば
、

2
0
1
5
年
に
登
録
さ
れ
た
世
界
文
化

遺
産
『
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
』
を

構
成
す
る
、
旧
集
成
館
関
連
遺
産
群
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鹿
児
島
の
地
域
の
魅
力

は
歴
史
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鹿
児
島
は
、
活

火
山
と
都
市
が
共
生
し
て
い
る
世
界
的

に
も
珍
し
い
場
所
で
す
。
錦
江
湾
は
、
約

2
万
9
千
年
前
の
巨
大
噴
火
に
よ
り
大
量

の
マ
グ
マ
が
噴
出
し
て
地
面
が
陥
没
し
て

で
き
た
窪
地
で
あ
る
「
姶
良
カ
ル
デ
ラ
」
に

徐
々
に
海
水
が
流
入
し
て
で
き
ま
し
た
。湾

内
に
桜
島
と
い
う
活
火
山
が
あ
り
、
半
閉

鎖
的
な
内
湾
で
あ
り
な
が
ら
水
深
2
0
0

メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
深
海
を
も
つ
世
界
的

に
も
珍
し
い
湾
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
湾
内
や
周
辺
に
は
『
温
泉
』

『
滝
』『
た
ぎ
り
（
海
底
か
ら
火
山
性
ガ
ス

が
出
る
場
所
）』
な
ど
火
山
の
恵
み
と
も

い
え
る
自
然
が
あ
り
ま
す
。

　

錦
江
湾
奥
に
は
、
海
草
の
生
え
る
『
藻

場
』
や
イ
ル
カ
の
群
れ
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
希
少
種
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
を

は
じ
め
、
様
々
な
野
鳥
も
生
息
す
る
な
ど
、

豊
か
な
生
態
系
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

錦
江
湾
は
観
光
資
源

　

錦
江
湾
周
辺
は
独
特
の
豊
か
な
自
然
や

生
態
系
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
魅

力
や
特
徴
は
地
元
の
方
々
に
も
ま
だ
十
分

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
身
近
に
あ
る
地

域
の
魅
力
や
特
徴
の
す
ご
さ
を
、
地
元
の

人
が
知
ら
な
い
・
気
付
け
て
い
な
い
た
め

に
、
人
々
の
意
識
が
地
元
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
心
配
す
る
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

　

地
元
の
方
々
が
地
域
の
魅
力
に
気
づ
き
、

魅
力
を
発
信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
魅
力

を
守
り
、磨
い
て
い
く
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

～
錦
江
湾
っ
て

こ
ん
な
に
す
ご
い
～

出典：産総研地質調査総合センターウェブサイト
�https://gbank.gsj.jp/volcano/Act_Vol/sakurajima/text/exp01-1.html

この地域の魅力・特徴

●❶ 姶良カルデラの火山地形

●❷ イルカが棲めるほど

　 豊かな生態系

●❸ 親水性の高い渚

●❹ 希少種の生息地
●❶

●❷

●❹ ●❸
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恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
す

「鍵」
その1

　

　

錦
江
湾
奥
に
は
、
関
吉
の
疏
水
溝
を
は

じ
め
と
す
る
、
滝
や
湧
水
な
ど
の
魅
力
的

な
親
水
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
、
溶
岩
な
ぎ
さ

遊
歩
道
な
ど
、
水
を
感
じ
ら
れ
る
施
設
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
水
辺
の
環
境
が
観
光
資
源
と

し
て
も
活
か
さ
れ
る
に
は
、
水
辺
景
観
の

整
備
や
自
然
体
験
型
観
光
推
進
（
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ブ
ル
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

な
ど
の
取
組
が
有
効
で
す
。

　

錦
江
湾
奥
会
議
を
構
成
す
る
市
の

ひ
と
つ
で
あ
る
鹿
児
島
市
で
は
、『
第

3
期
鹿
児
島
市
観
光
未
来
戦
略
』
に

お
い
て
「
～
世
界
か
ら
選
ば
れ
る

K
A
G
O
S
H
I
M
A
を
目
指
し
て
～
」

と
し
て
、
新
し
い
魅
力
作
り
を
基
本
戦
略

の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
に
、「
世
界
に
誇
れ
る
自
然
と

景
観
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
と
し
て
、「
世
界
を

目
指
せ
!
桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
」

「
錦
江
湾
を
活
か
し
た
海
を
体
感
す
る
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
」
を
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
メ

ニ
ュ
ー
作
り
に
取
り
組
む
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
目
指
す
、
海
を
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
や
、
桜
島
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
ク
ル
ー

ズ
の
実
施
、
等
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
４
市
が
連
携

「鍵」
その2

　

錦
江
湾
奥
会
議
で
は
地
域
の
活
性
化
の

た
め
、環
境
・
観
光
・
防
災
・
広
報
の
4
つ

の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
環
境
専
門
部
会

で
は
湾
奥
地
域
の
環
境
美
化
お
よ
び
生
態

系
保
全
の
意
識
啓
発
の
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

錦
江
湾
奥
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新

し
さ
は
、湾
を
中
心
と
し
た
地
域
を
包
括
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

従
来
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
特

定
の
河
川
の
流
域
や
、
盆
地
の
周
辺
、
あ

る
い
は
特
定
の
自
治
体
（
都
道
府
県
、
市

区
町
村
）
を
単
位
に
取
組
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
錦
江
湾
奥
会
議
の
よ
う
な
、
湾
を

中
心
と
し
た
地
域
の
連
携
に
よ
る
流
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
新
し
い
試
み
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
錦
江
湾
奥
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
見
ら
れ
る
新
し
さ
に
は
、
も
う
ひ
と

つ
、「
環
境
・
観
光
・
防
災
・
広
報
の
4

分
野
の
連
携
」
が
あ
り
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

錦江湾奥会議の組織

❺湧水のブランド化（豊富な湧水・地下水を、焼酎などの特産品の製造に利用（関平鉱泉所（霧島市））　❻〜❼
垂水市猿ヶ島渓谷におけるグリーンツーリズム（自然体験アクティビティ　キャニオング（沢くだり））　❽垂水
市における中高生を対象にしたブルーツーリズム（教育旅行�カンパチ餌やり体験）

錦江湾奥会議

4市の首長会議

専門部会

鹿児島市長

環境部会

垂水市長

観光部会

霧島市長

防災部会

姶良市長

広報部会

●❺

●❻●❼

●❽
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環
境
の
改
善
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
観
光

資
源
の
活
用
か
ら
、
地
域
の
活
動
の
担
い

手
と
な
る
人
材
の
育
成
ま
で
、
多
岐
に
わ

た
る
取
組
を
連
携
し
て
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

水
循
環
の
取
組
が

ス
タ
ー
ト

「鍵」
その3

　

錦
江
湾
会
議
は
、
今
後
湾
奥
の
水
質
を

改
善
す
る
た
め
、
流
域
の
水
循
環
と
一
体

と
な
っ
た
取
組
を
実
施
し
て
い
く
と
し
て

お
り
、
流
域
水
循
環
計
画
の
策
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

錦
江
湾
奥
は
、
水
の
出
入
り
が
少
な
い

海
域
で
す
。
大
正
3
年
（
1
9
1
4
年
）

の
桜
島
大
正
噴
火
で
流
れ
出
し
た
溶
岩
に

よ
り
桜
島
と
大
隅
半
島
が
陸
続
き
と
な
り
、

湾
奥
の
入
口
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
錦

江
湾
は
、
外
洋
の
影
響
を
受
け
に
く
く
穏

や
か
な
水
面
を
持
つ
一
方
で
、
湾
に
流
れ

込
む
河
川
の
水
質
悪
化
の
影
響
を
受
け
や

す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
湾
奥
部
の
環
境
を
保
全
・
維

持
し
て
い
く
方
法
を
考
え
る
こ
と
は
、
湾

に
繋
が
る
数
多
く
の
河
川
流
域
全
体
を
考

え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

流
域
水
循
環
計
画
の
策
定
に
先
立
つ
検

討
の
結
果
、4
市
連
携
で
効
果
的
と
な
る
課

題
と
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
錦
江
湾
奥
水
循

環
計
画
（
素
案
）
で
は
、
次
の
よ
う
な
基

本
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
森
林
等
に
よ
る
貯
留
・
涵
養
機
能
の
維

持
・
発
揮
《
水
源
涵
養
域
に
お
け
る
森
林

の
適
切
な
整
備
・
保
全
の
取
組
の
推
進
等
》

②
閉
鎖
性
海
域
を
中
心
と
し
た
流
域
全
体

の
水
環
境
保
全
《
流
入
す
る
各
河
川
お
よ

び
錦
江
湾
奥
沿
岸
域
に
お
け
る
水
環
境
保

全
活
動
の
推
進
》

③
希
少
・
外
来
生
物
対
策
に
よ
る
生
物
多

様
性
の
保
全
《
生
物
多
様
性
や
希
少
種
保

全
な
ど
の
対
策
の
推
進
お
よ
び
情
報
の
共

有
化
》

④
水
辺
の
親
水
性
向
上
に
よ
る
観
光
資
源

の
充
実
《
流
域
の
環
境
保
全
に
よ
る
観
光

資
源
の
充
実
や
錦
江
湾
で
一
体
と
な
っ
た

親
水
空
間
の
計
画
・
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
。》

⑤
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
《
次
世
代

を
担
う
N
P
O
活
動
な
ど
の
人
材
の
育

成
。
環
境
教
育
の
充
実
な
ど
》

❾森林の適正管理の推進（適切な間伐や再造林の推進）�環境学習指導者の育成（かごしま環境未来館での講座風景）

１
９
７
０
年
代
前
半　

汚
濁
物
質
の
流
入
が

問
題
と
な
る

継続

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010

桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

2013.9

環
境
省�

重
富
海
岸
自
然
ふ
れ
あ
い
館

な
ぎ
さ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム�

開
館

2015.4

地
域
の
関
係
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
水
循
環

に
関
す
る
意
見
交
換

2019.2

溶
岩
な
ぎ
さ
遊
歩
道�

遊
歩
百
選
選
定

2002

霧
島
市
10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

ス
タ
ー
ト

2009.2
錦
江
湾
奥
会
議�

発
足

2011.8

鹿
児
島
市�

か
ご
し
ま
環
境
未
来
館�

開
館

2008.10

霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園�

誕
生

2012.3

鹿
児
島
県
ブ
ル
ー
計
画（
水
質
改
善
等
）策
定

1979〜

錦
江
湾
奥
会
議
で
は
、地
域
の
活
性
化
の
た
め
、環
境
・

観
光
・
防
災
・
広
報
の
各
専
門
部
会
を
設
け
、
取
組
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
環
境
専
門
部
会
で
は
、
環
境
美
化

や
、
水
質
及
び
生
物
多
様
性
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
水
循
環
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
水
辺
の
観
光
資
源
の
活
用
と
い
う
よ
う
な
分
野
を

超
え
た
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●❾●�
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充
実
し
た
教
育
の
拠
点

注目1

　
　
　
　

　

鹿
児
島
市
の
か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
な

ど
、
環
境
学
習
の
拠
点
が
整
備
さ
れ
、
多

く
の
N
P
O
法
人
な
ど
が
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
傾

向
に
伴
う
活
動
団
体
の
後
継
者
不
足
を
解

決
す
る
た
め
、
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
か
ご
し
ま
環

境
未
来
館
な
ど
の
施
設
で
は
、
環
境
学
習

指
導
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
環
境
学
習
の

更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
各
市
の

学
習
施
設
が
連
携
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

鹿
児
島
市 

か
ご
し
ま
環
境
未
来
館

　

か
ご
し
ま
環
境
未
来
館
は
、
市
民
や
事

業
者
が
環
境
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
、

自
発
的
な
活
動
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、

様
々
な
環
境
保
全
活
動
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
環
境
へ
の
関
心
を
広
く

喚
起
し
、
行
動
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
市
民
や
市
民
団
体
等
と
協
働
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
学
習
講
師

派
遣
や
、
リ
ユ
ー
ス
･
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
促
進
の
た
め
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場

の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
に
親
し
む
魅
力
的
な
授
業

注目2

　

環
境
省 

重
富
海
岸
自
然
ふ
れ
あ
い
館

な
ぎ
さ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
姶
良
市
）

　

重
富
海
岸
自
然
ふ
れ
あ
い
館
「
な
ぎ
さ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
重
富
海
岸
を
中
心

と
し
た
錦
江
湾
奥
部
の
自
然
環
境
の
情
報

提
供
や
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
2
0
1
5
年
4
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

錦
江
湾
奥
の
成
り
立
ち
が
わ
か
る
パ
ネ

ル
や
模
型
、
干
潟
の
生
き
物
を
観
察
で
き

る
水
槽
が
展
示
さ
れ
、
錦
江
湾
の
魅
力
を

様
々
な
⾓
度
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

重
富
海
岸
で
は
、
な
ぎ
さ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
拠
点
と
し
て
自
然
の
観
察
・
体
験
等

を
行
う
様
々
な
内
容
の
学
習
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
に
は
、
地
元
で

自
然
観
察
講
座
や
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
N
P
O
が
大
き
く
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
ゴ
カ
イ
な
ど
の
海
の
生
き
物
の
生

態
等
を
学
び
親
し
む
魅
力
的
な
授
業
を
通

じ
て
、
地
域
の
海
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

霧
島
市
10
万
本
植
林

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
霧
島
市
）

注目3

　

　

錦
江
湾
奥
会
議
を
構
成
す
る
4
市
は
広
大

な
森
林
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。そ
の
貯
留
・

涵
養
機
能
が
豊
富
な
水
を
も
た
ら
し
、
錦
江

湾
に
お
け
る
水
循
環
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

霧
島
市
10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
産
・

官
・
民
連
携
）
で
は
、
伐
採
跡
地
な
ど
に
年

間
1
万
本
植
樹
し
、
10
年
間
で
10
万
本
の
植

樹
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。2
0
1
8
年
ま

で
に
、
6
4,
4
0
0
本
の
照
葉
樹
の
苗
が

霧
島
市
内
に
植
林
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
加
え
、
錦
江
湾
奥
会
議
で

は
、
今
後
は
、
休
耕
田
や
非
か
ん
が
い
期

の
水
田
へ
の
湛
水
な
ど
、
貯
留
・
涵
養
に

つ
な
が
る
新
た
な
取
組
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

錦江湾奥流域の、ここにも「注目」

�天井につるされた“モノ”から環境負荷を考えるスペース（かごしま
環境未来館）

�霧島市10万本植林プロジェクトの様子 �干潟の生き物観察会（重冨海岸）
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55 錦江湾（鹿児島県）

海
岸
ゴ
ミ
の
清
掃
と
記
録
・
分
析

　

姶
良
市
の
重
富
海
岸
は
、
白
砂
青
松
が

数
百
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、
干
潟
を
通
し
て

雄
大
な
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
前
半
頃
は
、

ゴ
ミ
が
多
く
、
訪
れ
る
人
も
少
な
い
場
所

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

故
郷
の
誇
り
で
あ
る
重
富
海
岸
の
魅
力

を
取
り
戻
す
た
め
、
地
域
の
N
P
O
や

自
治
会
な
ど
が
2
0
0
4
年
か
ら
海
岸

の
清
掃
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
清
掃

の
際
に
は
た
だ
ゴ
ミ
を
拾
う
だ
け
で
な
く
、

捨
て
ら
れ
て
い
た
ゴ
ミ
の
内
容
を
記
録
し

分
析
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
減
少
と
利
用
者
の
増
加

　

ゴ
ミ
の
内
容
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、

海
岸
を
守
る
活
動
が
訪
れ
た
人
の
目
に
と

ま
る
よ
う
に
工
夫
し
て
、
清
掃
活
動
や
見

回
り
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
の
量
が
減

少
す
る
と
、
海
岸
を
利
用
す
る
人
々
も
増
加

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
岸
に
子
供

達
の
遊
ぶ
姿
が
戻
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

活動の�
成　果

自然体験や環境教育に取り組んだきっか
けは？
都会に出た若者たちが再び故郷へ戻って来
たいと思うような地域になればと思いまし
た。活動を通して「人が育ち」、地域につな
がりができることで、地域に人々が戻って
くるのではないかと期待しています。

活動で工夫した点・気をつけている
点はありますか？
環境教育では、解りやすく伝える工夫をし
ています。一例を挙げると、子供達が対象
の教室では、子供が興味を持ってくれる動
物の話題をとりあげ、指標生物の網での採
取（ガサガサ）をプログラムに入れるなど
しています。車椅子の方が海に入って観察
が行える環境も整えました。
また、活動にあたっては組織の枠にとらわ
れず、人と人との関係を大切にしたいと考
えています。

今後の活動に必要な事は
水のつながりを考える視点は非常に大切な
事だと思います。
錦江湾と湾内に流れ込む川（鹿児島県内の
二級河川）のつながりを考える事、そして
湾で取れた魚をこれからもおいしく食べて
いける方法を考える事は、地域の水環境を
より良くしていくことにつながると考えて
います。

今後の取組への抱負は？
地域の魅力をさらに多くの人に伝えて生き
たいと思います。2004 年から取り組んで
いる重富海岸の清掃活動は、地域の多くの
方々や子供たちが海辺で遊び、海辺の事を
考えるきっかけとしての役割を担えたと思
います。
今後も、幅広い世代の方々へ向けて自然と
のふれあいの活動を続けていきたいと思っ
ています。

［重富海岸の魅力を伝える］
NPO 法人 くすの木自然館

( 環境省 重富海岸自然ふれあい館
なぎさミュージアム 委託管理者 )

専務理事　兼　専門研究員

浜
は ま

本
も と

 麦
ば く

さん

 略歴 　2004 年から 15 年以上にわたり、重富海
岸の清掃活動を実施し、1995 年に設立されたくす
の木自然館（2000 から NPO 法人）において、鹿児
島の自然の豊かさ、すばらしさをより多くの人に伝
えるため、地域に根差した自然体験や環境教育に取
り組んでいる。
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2017年は 2004 年と比べて
利用者数は60 倍、
ゴミの量は 5分の１

重富海岸でのゴミの総数と海岸利用者数
（NPO法人くすの木自然館�浜本麦氏による）


